
k
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例
年
九
U
ニ
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日
第
↓
種
輔
恨
物
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市
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内
何
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一
例
一
げ
は
施
行
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南
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約
仰
い
川
治
外
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題
山
叫
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・
文
皐
博
上
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牧
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産
の
課
税

-
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E
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-
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H山
剛
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千
博

l

江
戸
時
代
以
旧
品
、
永
代
宵
買
の
祭
止
文
明
博
士

崎

町

拾

剛

支
那
の
排
外
一
辿
動
誌
恨
本
ガ
策
目
・
法
胤
干
上

描

肌

官

制

柚

農
政
上
よ
り
見
に
る
家
産
制
度
・
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平
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働
耐
杭
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則
の
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市
性
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純
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平
工
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帽

錦
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近
世
農
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問
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京豆

言告T

叢
第
二
十
一
容

第

競

(
掴
歯
師
百
車
拾
=
一
抽
)

大
正
十
四
年
九
月
後
行

論

，.. 

叢

資
本
論
第
一
版
三
第
二
版
三
の
相
違

河

上

肇

7

N

ク
ス
の
主
要
著
作
た
る
資
本
論

ω第
一
申
告
第
一
版
は
、
今
日
容
易
に
手
に
す
る
こ
正
が
出
来
な
い
。
私
の

知
る
か
ぎ
・
り
に
お
い

τ、
日
本
で
は
、
大
原
枇
曾
問
題
研
究
所
が
こ
れ
を
備
へ

τゐ
る

rり
で
あ
る
o

私
が
近
頃

ニ
れ
を
通
貨
す
る
の
機
曾
を
得
た
の
も
、

一
に
同
研
究
所
の
厚
意
に
よ
る
。
今
こ
の
短
文
を
起
草
せ
ん
E
す
る
に

常

h
、
私
は
先
づ
こ
の
こ
ご
を
明
記
し
て
、
同
研
究
所
に
封
し
厚
〈
戚
謝
の
意
を
表
す
る
。

資
本
論
の
第
一
版
じ
附
せ
ら
れ
た
マ
U
F

ク
λ

の
序
文
は
、
依
然
そ
の
後
の
版
本
に
も
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
り
れ
ど

も
、
ぞ
れ
仁
は
数
行
の
文
字
が
削
除
せ
ら
れ

τゐ
品
。

吾
身
は
今
日
の
流
布
本
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
第
一
版
の
序
文
に
お

ντ
、
衣
の
如
、
吉
文
句
を
見
出
す
。

歯

議

費
本
論
議
一
一
胞
と
第
二
阪
と
旧
拘
進

鎮
こ
宇
一
巻

(
第
三
都

) 

九
丸

安本論由最後白筒たる『費本の蓄積過程』に著Lき拙訂が加へられた四は、 第

三眠におむ、て Yある。私は乙の姐士に布いて、 問題を第一服k第二版左目相

迫に胤るが依に、それι第 三j匹以下の町正iこは盲及しない。

4思
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諭

叢

費
本
論
第
一
版
と
第
二
版
止
の
相
違

第
二
十
一
巻

第

観

=一0
0

『
総
て
始
め
が
困
難
で
め
る
J

ニ
れ
は
有
ら
ゆ
る
科
皐
に
ゐ
て
は
ま
る
。

rか
ら
、
第
一
章
、
妹
に
商
品
の

分
析
を
合
め
る
節
の
理
解
は
、
最
大
の
困
難
を
呈
す
る
で
ゐ
ら
う
o

ぞ
れ
ゆ
へ
私
以
、
債
他

ω質
健

ω、
お

よ
ぴ
冊
個
備
の
大
き
苫
の
、
分
析
に
特
に
関
係
し
て
ゐ
る
部
分
に
つ
い

τは
、
出
来
得
る
か
ぎ
b
之
を
通
俗
化

し
た
。
」

さ
う
じ
て
此
の
文
句
に
続
い
て
は
↓
債
伯
形
態
ー
ー
そ
の
完
成
さ
れ
た
姿
は
貨
幣
形
態
で
あ
る
|
|
は
、
甚
だ
無

内
容
で
あ

h
簡
単
で
あ
る
」
云
々
以
下
の
文
章
が
置
か
れ
て
あ
る
。
ご
こ
ろ
が
第
一
版
の
折
の
序
文
を
見
る
言
、

前
に
引
尉
し
セ
文
句
に
続
い
て
、
真
に
次
の
如
〈
漣
べ
ら
れ

τゐ
る
o

「
(
:
:
・
出
来
得
る
か
v
p
h
之
を
通
俗
化
し
た
)
0

慣
倣
形
態
的
分
祈
仁
う
い
て
は
之
さ
越
を
異
に
す
る
。

前
者
の
叙
述
じ
お
け
る
よ
h
も
緋
説
法
が
よ
ち
鋭
〈
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
是
れ
は
理
解
L
雛
い
。
に
か
色
私

は
、
十
分
に
排
諮
法
的
思
惟
に
慣
ら
さ
れ
て
ゐ
な
い
1

請
者
に
謝
し
て
は
、
同
節
の
第
十
五
百
(
上
か
ら
十
九

越街歯雌幽箇幽悩溢鋒勧

行
目
)
以
下
第
三
十
回
目
の
終
り
ま
で
を
み
7
、
飛
ば
し
て
仕
ま
っ
て
、

そ
の
代
ム
リ
仁
本
書
に
添
付

L
た
附
録

「
閥
慣
値
形
践
」
を
繭
む
こ
ご
を
糊
め
る
o

そ
こ
で
は
、
そ
の
科
率
的
表
現
が
許
す
か
ぎ
h
、
な
る
べ
(
鮪
軍

に
、
し
か
も
事
校
数
師
流
に
叙
越
す
る
こ
ど
を
試
み
た
o

附
録
を
終
へ
た
な
ら
ば
、
請
者
は
そ
れ
か
ら
再
び

本
文
の
第
三
十
五
一
員
以
下
を
読
み
絞
け
た
ら
可
い
L
。

今
日
の
流
布
本
に
お
け
る
第
一
版
の
序
文
に
は
、
こ
れ
ピ
り
の
文
句
が
削
除
苫
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
第
一
版
に
は

ふふ続可高田調融需務報官認恥‘川マ

一一ト



曲
目
て
「
煩
値
形
態
」
E
題
す
る
特
別
の
附
録
が
載
っ
て
ゐ
た
こ

Z

3

1
今
日
で
は
分
ら
な
い
こ
E
じ
な
っ

τ

b

f什 計 官城京協附

る。
究
ぎ
に
第
二
版
を
見
る
正
、
(
そ
れ
に
は
第
一
版
の
序
文
が
依
然
谷
頭
に
載
せ
ら
れ

τゐ
る
が
、
前
記
の
文
句
は

_ 00 叫 4砂山崎刊行'，，-，円日可抗馬弔蒜吉本四軍事部設相事郭漏k:W，ιな耳石丈人町 、 v ω

併
に
削
除
草
れ

τゐ
る
)
・
〈
2
3
2
N
2
2
H
E
〉
ロ
目
白
向
。
(
第
一
版
に
射
す
る
序
文
)
に
附
註
し
て
、
同
E
Z
R
F
E

4
0
2
N
E
N
Z目

ニ
版
の
版
文
は
、
今
日
の
流
布
本
で
は

N
E「

N
Z
E
E
M
〉
ロ
E
向
。
ご
し
て
巻
頭
に
載
せ
て
あ

b
A
尤
も
カ
ク
ヅ
キ

ー
の
版
本
仁
は
、
明
か
仁

Z
R
]
Z
O耳

N
R
N
4見
可
ロ
〉
ロ
官
官
芭
し
て
ゐ
る
が
て
高
島
氏

ω謀
本
に
も
「
第
二
版

序
』
ご
し
て
あ
る
が
、
賞
は
一
苅
己
序
文
で
は
な
〈
版
文
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ご
ζ

ろ
で
.
こ
の
践
文
の
最
初
の

一
一
員
徐
に
一
旦
る
部
分
は
、
従
来
の
流
布
本
に
削
除
さ
れ
て
ゐ
た
o

従
っ
て
高
島
氏
の
誇
本
を
見
て
も
、

そ
れ
は

『
経
済
事
は
濁
逸
仁
於
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
備
は
一
筒

ω外
来
科
事
で
あ
る
」
E
い
ふ
文
句
で
始
め
ら
れ
て
ね

る
。
り
れ
刊
と
も
、
最
初
は
、
こ
の
文
句
の
前
に
、
次
の
如
、
さ
文
章
が
横
は
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

(

カ

由

Y

ヅ
キ

1

版
に
は
、
従
来
削
除
さ
れ

τゐ
た
此

ω部
分
を
、
全
部
復
活
吉
せ
て
ゐ
る
)
。

『
第
一
版
の
請
者
仁
掛

L
、
割
払
は
先
づ
、

の

r、
り
細
か
な
編
別
は
、
す
「
眼
に
つ
く
。
増
補
し
た
註
は
締

τ第
二
版
の
註
正
記
し
て
お
い
ー
た
。
本
文
そ

こ
の
第
二
版
仁
行
は
れ
た
師
硬
化
仁
つ
い

τ注
意
を
奥
へ
る
。
本
音

の
も
の
に
つ
い
て
の
展
も
重
要
な
鎚
化
は
究
の
如
〈
で
あ
る
o

前

叢

費
本
論
第
一
一
肱
と
第
二
阪
と
の
相
議

第
二
十
一
巻

(
第
三
焼

。
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4 一時国

論

叢

費
本
ー
論
第
一
一
胞
と
第
二
服
と
の
棺
謹

第
二
十
一
審

(
第
三
挽

四
) 

O 

「
第
一
章
の
第
一
に
お
い

τは
、
あ
ら
岨
る
交
換
償
値
が
そ
の
上
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
ご
ニ
み
の
、
方
程
式

の
分
析
仁
よ
り
煩
値
を
引
き
出
す
こ
ご
が
、
科
事
的
に
よ
ら
厳
密
に
成
就
さ
れ
、
ま
た
第
一
版
に
お
い
て
は

暗
示
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
ご
こ
ろ
の
、
枇
曾
的
に
必
要
な
努
働
時
間
に
よ
る
痕
備
の
大
き
さ
の
規
定
ご
償
値
の

賞
館
正
の
聞
に
お
け
る
聯
絡
が
、
明
か
に
血
中
一
市
さ
れ
て
ゐ
る
o

第
一
章
の
第
二
一
(
煩
値
形
態
)
は
全
然
書
き
改

め
た
・
ぞ
れ
は
第
一
版
に
お
り
る
こ
重
の
叙
越

rげ
で
般
に
必
要
Z

3
れ
た
こ
ご
で
あ
る

0
1
1序
仁
過
べ

か
の
二
重
の
叙
過
去
芋
と
附
鋒
と
に
お
け
る
二
重
の
笠
宮
山
相
す
)
は
、
在
月
ノ

1
・7
の
次
人
エ
声

-
P
1

ネ

ゲ
ル

7
y
博
士
の
糊
め
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

て
お
〈
が
、

一
人
六
七
年
の
春
、
私
は
氏
を
訪
問
し
て
ゐ
た
が
、

そ
の

際
最
初
の
校
正
刷
釜
本
論
静
一
阪
と
が
川
ム
プ

Y

グ
か
ら
到
肴
し
た
、

そ
う
し
て
氏
は
私
を
設
得
す
る
に
、
多

数
の
一
頂
者
に

Z
つ

τは
、
痕
値
形
態
に
つ
い
て
或
る
補
充
的
な
、

V
ゲ

f
数
科
書
的
な
解
説
が
必
要
に
ご
い

ふ
こ
E
e
伊
】
以
て
し
た
。

1
1第
一
章
の
長
後
の
節
「
商
品
の
奔
物
教
的
性
質
云
々
」
は
大
部
分
盤
っ
て
ゐ
る
。

第
三
章
の
第
二
噴
値
の
尺
度
)
は
注
意
深
〈
訂
正
し
た
。
第
一
版
仁
お
け
る
岡
節
は
「
経
済
皐
批
判
、

9
ン、

一
八
五
九
年
」

に
お
い

τ肢
に
施

L
て
お
い
た
設
明
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
ば
疎
略
に
扱
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
第
七
章
、
特
に
第
二
の
部
分
は
、
-
著

L
〈
書
き
改
め
た
。

「
所
阜
の
訂
正
1
l
そ
れ
は
屡
i
車
な
る
文
字
の
訂
正
に
止
ま
る
|
|
に
一
々
立
も
入
る
こ
正
は
無
用
で
あ

ら
う
。
そ
れ
は
全
容
に
及
ん
で
ゐ
る
。

-
(
下
略
)
』

，、ζ

Fレ

大原匝上脅問題jifF究所の所蔵に屈する資本論の第一服は、 マルクスがとのター
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こ
の
第
二
版
の
版
文
を
見
れ
ば
、
第
一
版

z第
二
版
ご
の
間
仁
は
、
可
な
h
著

L
い
差
異
あ
る
こ
ご
が
、

tま、w

想
像
さ
れ
得
る
。
し
か
る
に
、
前
に
一
言
し
た
や
う
に
、

カ
ク
ッ
キ
ー
の
版
本
が
出
る
ま
で
は
、
普
通
の
流
布
本

に
は
|
|
英
謀
本
に
も
|
|
訟
に
引
用
し
た
文
句
が
削
除
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
吾
々
は
、
吾
々
の
今
日
手
に
し
得

る
資
本
論
が
、
そ
の
第
一
版
正
、

さ
ま
で
著
L
〈
相
違
し
て
ゐ
ゃ
う
ご
は
思
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
は
、
恐

ら
〈
此
の
考
を
強
め
た
も
の
は
、
第
三
版
に
加
へ
ら
れ
た
エ
ン
ゲ
W

λ

の
序
文
で
あ
る
。
そ
れ
仁
は
、
「
マ
M
F

ク
Z

は
最
初
、
第
一
容
の
本
文
を
大
部
分
宜
聞
き
換
へ
、
多
〈
の
理
論
的
論
鮎
を
よ
b
鋭
〈
言

ο現
は

L
、
新
た
な
論
結

を
附
り
加
へ
、
歴
史
的
お
よ
び
統
計
的
材
料
を
最
近
時
仁
至
る
ま
で
補
足
し
ゃ
う
ご
目
論
ん
で
ゐ
立
。
し
か
し
彼

れ
の
病
勢
正
、
第
二
容

ω仕
上
げ
に
劃
す
る
熱
些
己
は
.
彼
を
し
て
之
を
断
念
廿
-
し
め
た
」
云
々
ご
あ
る
。
な
る

T

F

F

A

が
「
第
一
容
の
本
支
を
大
部
分
書
き
換
へ
」
ゃ
う
ご
思
っ
て
ゐ
て
、
遂
に
そ
れ
を
目
指
[
得
な
か
っ

》
命

エ
ン
グ
w
F
Z

の
言
ム
通
h
で
あ
ら
う
。
り
れ
ど
も
、
こ
の
記
事
を
誠
む
五
口
々
は
、

ほ
ど
、

た
正
hv
ム
・
』
さ
は
‘

7

U

F

ク
ス

が
第
一
版
に
射
し
殆
ん
ど
何
等
重
要
な
畿
真
を
加
へ
な
か
っ
た
か
の
如
く
・
思
ひ
過
ま
る
の
E
ゐ
る
o

今
二
の
拙

稿
の
目
的
正
す
る
ご
こ
ん
は
、
上
越
の
如
、
古
事
情
よ
b
従
来
あ
ま
b
注
意
さ
れ
ず
さ
b

L
第
一
版
芭
第
二
版
ご
の
間

*
 

ψ
ゃ

に
お
り
る
差
異
の
概
略
を
述
べ
ん
正
す
る
に
在
る
。
こ
の
こ
さ
は
、
前
じ
引
用
し
た
第
一
一
版
仁
お
り
る
版
文
の
一

節
を
註
醐
押
す
る
こ
ご
に
よ
り
、

お
の
づ
か
ら
成
し
遂
げ
ら
れ
る
。第

二
十
一
巷

(
第
二
一
捜

叢

委
事
論
集
一
服
と
第
二
版
と
の
相
趨

ヨ王

一-
一
o=
一

論

エンゲルスはそれに日l蹴(文章において、 資事前最後山部分たる『費本白蓄

甜過程』以前。諸舗はi'!rtに根本的に訂正されてゐた』と、官うてゐるに拘ら

ず。

剖に注意した如〈、第三版以下の柑言:TIこは制れない。

4陪

4持活

、仙;-:，.:;..;，，， ;;:， .... : ~，j';(.;'x: ，1;，: .. ，:";1>.1，;"';5同紘一明嗣岡山隔日間才一……一一一抑制一岡崎和



論

議

費
本
論
第
一
一
肱
と
第
二
版
と
の
柑
逗

第
-
に
、
「
本
書
{
第
二
版
を
空
，
)
の
よ
b
細
か
な
編
別
は
、
す
「
限
じ
っ
〈
』
t
7
ル
ク
ス
の
言
っ

τゐ
る
や
う

三

O
岡

!

!

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

J

 

」
宵

l

第
二
十
一
審

修
司

扱

，、
) 

に
、
第
一
版
の
目
弐
ピ
第
二
版
の
目
究
ご
を
比
岐
し
て
見
る
ご
、
章
節
の
分
け
方
が
全
ぐ
遣
っ
て
ゐ
る
。

て
其
等
の
章
は
、

第
一
版
で
は
、
第
一
容
「
資
本
の
生
産
過
担
任
』
が
、
篇
に
H
7
た
れ
宇
に
、
直
ち
に
章
に
分
た
れ
て
ゐ
る
o

古
う

L

第第

章

第

章

第

四

章

第

五

章

第

六

章 章

商
品
お
よ
び
貨
幣

貨
幣

ω資
本
へ
の
輔
化

経
費
的
剃
品
川
備
値
の
生
産

相
謝
的
剰
依
岡
慣
値
の
生
産

絶
劉
的
お
よ
び
相
劉
的
剰
僚
煩
値
の
生
産
に
閲
す
る
よ
ち
進
ん

r研
究

資
本
の
蓄
積
遇
税

の
六
つ
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
今
日
の
流
布
本
r

ド
お
り

崎臨個

た
章
に
分
れ
、

正
こ
ろ
が
第
二
版
で
は
、
第
一
審
「
資
本
の
生
産
過
程
』
が
六
篇
に
外
れ
、
各
篇
は
ま

か
〈
て
会
館
が
一
一
十
五
章
か
ら
成
h
立
つ
こ
正
に
な
っ
て
ゐ
る
。

震

関聯鵬棚帥附"，，_e品

物制源開伸機蜘q院予糊!~.~!tdl

第

る
正
同
じ
だ
が
、
前
者
ご
の
調
照
の
便
宜
の
た
め
、
議
に
そ
の
篇
名
.
た
り
を
列
奉
L
て
お
く
G

商
品
お
よ
び
貨
幣

第
一
章
尚
品

J
l第
二
車
交
換
過
程
|
第
三
章
貨
婚
ま
た
は
商
品
協
詔



前

議

費
本
論
第
一
艇
と
樟
ニ
販
と
の
相
謹

第
二
十
一
容

(
第
三
都

七
) 

=一O
E

川， ":"'''-''，"，i~''H判ん，!'，，'洲抑制叫特融問時怖郡朝耕輔轍極秘雨ん五日九三手二ZTizhて7r::稿稿欄棚穂酬蜘

第

篇

貨
他
聞
の
資
本
へ
の
特
化

(
篇
名
と
同
じ
題
名
目
第
四
章
を
合
む
)

第

三

篇

絶
封
的
剰
徐
償
値
の
生
産

(
第
五
章
よ
り
第
九
章
に
亘
る
、
各
章
。
題
名
は
之
を
略
す
、
以
下
ま
た
執
り
)

第

四

篇

相
劃
的
剰
品
川
慣
値
の
生
産

(
弟
十
章
よ

mup品
市
十
三
章

ι至
る
)

第

五

篇

総
謝
的
お
よ
び
相
調
的
剰
倫
債
値
的
生
産

宗
十
四
章
よ
り
第
十
六
章
に
至
る
)

第

六

篇

勢

賃

(
第
十
七
寧
よ
ゆ
第
二
十
章
に
宝
る
)

第

七

篇

資
本
の
蓄
積
過
程

{
第
三
十
一
章
よ
り
第
二
十
五
章
に
車
る
)

是
等
の
各
篇
は
、
大
健
に
お
V
て
第
一
版
の
章
に
相
膳
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
第
六
篇
『
拙
芳
村
岡
」
以
、
第
一
版

で
は
第
五
章
の
第
四
ご
な
っ

τゐ
た
も
の
が
、
新
た
に
湖
立

L
て
篇
正
な
っ
た
の
で
あ
る
o

従
っ
て
第
一
版
は
会

部
六
章
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
が
、
第
二
版
は
全
部
七
篇
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。

第
ニ
、
『
増
補
し
た
註
は
飽
て
第
二
版
の
註
古
記
し
て
お
い
た
」
Z
T
U
F
F
-
が
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
今
日
の
版

本
で
も
そ
の
ま
、
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
詳
し
〈
通
ぺ
る
必
要
は
な
い
。

守

Y
ク
ス
が
「
第
一
章
の
第
一
に
お
V
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
交
換
償
値
が
そ
の
上
に
表
現
苫
れ
て
ゐ
る

ご
こ
ろ
の
、
方
程
式
の
分
析
に
よ
り
償
値
を
引
き
出
す
こ
Z
が
、
科
準
的
に
よ
ち
厳
密
に
成
就
さ
れ
云
々
』
三
雪
口

第
三
に
、

っ
て
ゐ
る
勅
は
、
優
値
論
の
研
究
に
謝
し
頗
る
重
要
な
意
義
を
有
つ
Z
思
は
れ
る
。

A
Y
ζ
ω

範
閣
に
つ

v
r、
吾

々
が
第
一
版
Z
第
二
版
(
今
日
の
滅
布
版
も
略
ぽ
第
二
版
に
同
じ
)
ご
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
或
は
大
な
る
或
は
小



1

1

1

l

i

l

i

-

-

i

 

l

l

i

l

i

-

-

i

l

i

円

h幽
趨幽幽幽輔也幽

回 幽

前

叢

O
大

費
本
論
第
一
版
と
第
二
版
と
の
相
謹

第
二
十
一
巻

{
第
三
慎

J、
} 

な
る
幾
多

ω訂
正
が
、
到
る
ぜ
こ
ろ
に
行
は
れ
て
ゐ
る
こ

t
h官
接
見
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
う
も
最
も
主
な
る

4
8
hソ
守
合
、

L

t

 
か
の
有
名
な
る
商
品
交
換
の
方
程
式
に
闘
す
る
分
析
的
設
明
の
盤
化
で
ゐ

F
フ。

阪
仁
康
〈
知
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
資
本
論
の
巻
頭
に
は
、
先
づ
使
用
調
値
に
闘
す
る
簡
単
な
説
明
が
あ
h
、

次
い
で
交
換
償
値
の
考
・
袋
に
入
h
、
そ
れ
は
「
先
づ
一
つ
の
積
類
の
使
用
慣
値
が
他
の
桶
狽
の
使
用
促
倣
正
交
換

せ
ら
る
、
比
例
正
[
て
現
は
れ
』
‘
従
っ
て
そ
れ
は
「
何
ん

rか
偶
然
的
な
も
の
で
あ
h
純
粋
に
比
較
的
な
も

ω
で

あ
る
か
の
如
〈
見
ゆ
る
」
が
、
し
か
し
『
五
口
々
は
問
題
を
よ
り
精
し
(
縦
察
し
ゃ
う
」
ご
い
ふ
こ
ピ
か
ら
、
そ
れ
に

引
綴
主
、
調
ゆ
る
交
換
方
程
式
の
分
析
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

古
こ
ろ
で
此
の
分
析
的
説
明
の
最
初
の
場
所
に
お
か
れ
た
文
句
に
つ
い
て
は
、
割
払
は
也
日

τ本
誌
仁
お
V
て
各
積

‘
 

版
本
の
異
闘
を
列
車
し
た
か

h
、
滋
に
は
之
を
略
す
る

ο
L
か
ら
ば
其
の
縦
き
は
何
う
な
っ
て
ゐ
る
か
ご
云
ふ

に
、
そ
こ
に
は
次
の
如
〈
越
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
夏
に
二
つ
の
商
品
、
例
へ
ば
小
宙
空
己
繊
ご
を
取
っ
て
見
ゃ
う
。

此
等
の
も
の
、
交
換
比
率
は
た
正
ひ
如
何
ゃ
う
で
あ
ら
う
正
も
、

そ
れ
は
い
つ
で
も
、

一
定
分
量
の
小
山
安
が
或
る

分
量
の
錨
ピ
等
位
に
置
か
れ
る
Z
-

一
の
方
程
式
で
現
は
h
d

れ
る

;
:
a

こ
の
方
程
式
は
何
を
意
味
す
る

か
?
』
こ
れ
が
其
彪
に
提
出
さ
れ
た
有
名
な
問
題
で
あ
る
。

さ
う
し
て
第
二
版
で
は
、
ー

l
今
日
の
一
版
本
に
お
け

る
ご
同
じ
ゃ
う
仁
、
ー
ー
す
「
に
之
を
ば
、
「
そ
れ
は
同
じ
大
き
さ
の
或
る
共
通
物
が
二
つ
の
異
っ
た
物
の
う
ち
仁

:
・
存
在
す
る
こ

F
e意
味
す
る
」
古
V
ふ
句
で
承
付
、
次
レ
で
、
然
ら
ば
zk
の
共
通
物
は
何
で
あ
る
か
ご
の

本誌第一大巻白一、『費本歯中誼る一合I白各種版本1':於ける異同にういて』4時

川 町川、内川原詩察官罰時株帆~''''''，句



探
求
に
入
・
9
、
先
づ
使
用
慣
値
を
抽
象
L
、
そ
れ
ど
同
時
に
、
商
品
の
生
産
の
た
め
に
費
さ
れ
た
勢
働
の
具
種
的

か
〈
て
「
無
差
別
な
る
人
間
労
働
の
車
な
る
ギ
ヤ

V

Y

テ
」
を
見
出
し
、
最
後
に
「
是
等
の
物

は

εれ
に
共
通
な
斯
か
る
一
枇
曾
的
賞
健
の
結
品
ご
し
て
債
値
で
あ
る
」
吉
結
ん
で
あ
る
。
こ
の
一
帯
の
仰
所
は
、

有
用
性
を
抽
象

L
、

我
闘
に
お
い
て
も
、
今
日
ま
で
一
雄
I
問
題
ご
さ
れ
た
さ
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
つ
い
て
委
し
〈
設
明
す
る

芭
は
、
恐
ら
〈
無
盆
で
あ
ら
う
。
た
だ
私
が
蕊
に
主
ぜ

L
て
明
か
に

L
ゃ
う
ご
思
ふ
こ
ご
は
、

ニ
の
一
帯
の
議
論

が
、
第
一
版
に
お
い

τは
、
甚
に
遣
っ
た
形
を
以
て
展
開
き
れ
て
ゐ
る
己
い
ふ
こ
正
で
あ
る
o

「
こ
の
方
程
式
は
何
を
意
味
す
る
か
?
』
今
日
の
版
本
仁
お
い
て
は
、
こ
の
疑
問
に
す
や
引
き
続
く
言
葉
は
吋
号

れ
は
同
じ
大
き
苫
の
或
る
共
通
物
が
二
つ
の
異
っ
た
物
の
う
ち
に
存
在
す
る
己
い
ふ
こ
ご
を
意
味
す
る
』
ご
な
っ

て
ゐ
る
が
、
第
一
版
で
は
、
「
そ
れ
は
ニ
つ
の
異
っ
た
物
の
う
ち
に
、
即
ち
一
ク
ォ

1
タ
ア
の
小
説
訴
に
お
り
る
ご
同

じ
〈

a
ツ
品
ン
ト
ヰ

Y

の
織
の
う
も
に
、
同
一
の
慎
他
が
存
在
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
を
意
味
す
る
」
ピ
な
っ

τゐ
る
。

郎
も
今
日
の
版
本
で
は
、
分
析

ω最
後
の
結
果
ご
し
て
引
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
償
値
が
、
第
一
版
で
は
、
分
析
の
第

一
歩
に
現
は
れ
、
そ
の
最
後
に
現
は
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
同
唄
値
で
な
〈
て
労
働
で
あ
る
。
試
に
第
一
版
に
お
け
る

問
題
の
場
所
を
誇
出
す
れ
ば
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。そ

れ
は
二
つ
の
異
っ
た
物
ゅ
う
ち
に
、
郎
も
一
タ
ォ

1
タ
ア
の
小

‘.、‘.‘.、

安
に
か
け
る
吉
岡
じ
(

a
ヅ

品

ン

ト

ヰ
U
F

の
織
の
う
ち
に
、
同
一
の
伺
値
(
軽
量
〈
た
宇
う
に
、
今
日
白
版
本

E

ては、

「
こ
の
方
程
式
は
何
を
意
味
す
る
か
?

第
二
十
一
巻

(
第
三
枕

ダL
) 

叢

一一
一
O
七

費
本
論
第
一
一
眼
と
第
二
販
と
の
相
違

諭

今回目版本てーは山首値』白代りに、 Wi圃怖一一商品倒傭』左 Lてあるが、第二版

て..Ii，まだ裁に掲げた諮りになってゐる。
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論

議

=一O
λ

護
本
論
第
一
一
肱
と
第
二
版
と
白
相
這

ζ

与
の
『
同
一
の
伺
値
』
が
『
同
じ
大
き
さ
四
或
る
共
組
物
』
と
な
ワ
て
ゐ
る
)

が、竺
イ臣、 干
す~、.一

子、巻
る、 2

t 、 主

い、貌
ふ、

、p
」

を
意
味
す
る
0 

t:: 
カミ

ら

O 
} 

雨
者
は
、
そ
れ
自
身
仁
お
い

τ
一
方
の
も
の
で
も
な
〈
叉
他
方
の
も
の
で
も
な
い
i

或
る
第
三
者
に
等
L
い
の

で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
雨
者
の
各
I
は
、
そ
れ
が
交
換
債
俗
で
あ
る
か
ぎ
b
、
他
の
も
の
か
ら
は
獅
立
に
、

こ
の
第
三
者
に
還
元
L
得
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
0

こ
れ
だ
り
の
範
囲
で
は
、
飯
に
指
摘
し
た
や
う
に
、
今
日
の
版
本
で
「
同
じ
大
量
き
の
或
る
共
通
物
』
ご
め
る
芯

こ
ろ
が
「
同
一
の
償
値
』
E
な
っ
て
ゐ
る
位
の
こ
ご
が
、
主
な
相
違
た
る
に
止
ま
る
。
五
百
々
が
甚
し
き
相
違
を
見
出

す
の
は
、
そ
れ
に
引
繍
〈
文
章
に
お
い
て
い
V

ゐ
る
。
第
二
版
に
お
い

τは
、
(
護
者
の
知
ら
る
、
如
〈
今
日
の
版
本

に
お
い
て
も
亦
た
て
前
記
の
文
章
の
弐
ぎ
に
、
「
筒
箪
な
幾
何
卒
上
の
一
例
が
こ
の
こ
芭
を
明
か
に
す
る
」

Z 
L、

ふ
文
句
を
以
て
始
ま
る
一
節
が
賢
か
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
第
一
版
に
お
い
て
も
同
じ
こ
ご
で
あ
る
o

甚
L
〈
相

遣
す
る
の
は
、
こ
の
幾
何
事
上
の
事
例
以
下
に
横
は
る
一
帯
の
分
析
で
あ
る
。
第
二
版
に
お
い
て
は
(
今
日
の
版

本
に
お
い
て
も
亦
た
)
、
「
こ
の
共
通
物
は
、
諸
商
品
の
幾
何
率
的
、
物
理
事
的
、
化
皐
的
、
も
L
〈
は
そ
の
他
の

自
然
的
性
質
で
は
ゐ
ち
得
尚
』
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
是
等
の
物
〔
生
直
物
)
は
そ
れ
に
共
通
な
新
か
る
枇
曾
的
質
瞳
(
知
差

別
な
る
人
間
捗
働
の
ギ
ャ
レ
ル
テ
)
の
結
品

t
し
て
優
位
で
あ
る
」
ご
い
ふ
結
話
に
終
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
第
一
版
で
は

-
究
の
如
〈
な
っ
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

川容州同腐爾照務糊厚.，，"，，-"

「
交
換
周
闇
値

ω質
幽
闘
が
、
商
品
の
物
理
的
な
手
に
鮒
れ
得
る
存
在
ま
た
は
其
の
物
の
使
用
調
低
ご
し
て
の
存



在
吉
、
杢
然
違
っ
た
濁
立
な
も
の
ピ
ご
い
ふ
一
』
ご
は
、
そ
の
交
換
闘
係
か
ら
一
目
で
分
か
る
o

そ
れ
(
商
品
白

E

可
換
槻
係
)

は
正
に
使
用
贋
値
の
抽
象
に
よ
っ
て
特
徴
づ
り
ら
れ
る
。
即
ち
交
換
問
慣
値
の
側
か
ら
観
察
す
れ

た

r其
等
の
物
が
泡
蛍
な
比
率
に
お
U
て
き
へ
存
在
す
る
な
ら
ば
.

fJ: 

一
ω商
品
は
有
ら
ゆ
る
他
の
商
品

ご
み
ム
〈
同
じ
で
あ
る
。

『
ど
か
ら
諸
商
品
は
、
其
等
の
物
の
交
換
閥
係
か
ら
、
郎
ち
其
等
の
物
が
交
換
価
慣
低
ど
し
て
現
は
れ
る
形
態

か
ら
離
れ
て
、
先
づ
こ
れ
を
た
だ
煩
値
正
し
て
の
み
観
察
す
ぺ
き
で
あ
る
o

「
使
用
調
象
ま
た
は
財

Z
L
て
、
諸
商
品
は
、
形
閥
的
に
相
違
せ
る
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
L
、
諸
商
品
の

調
値
性
は
、
英
等
の
も
の
、
一
段
性

(
E
r
Z
)を
形
成
す
る
O

ニ
の
一
機
性
は
、
自
然
か
ら
で
な
仁
社
曾

か
ら
起
る
。
様
々
な
る
使
用
慣
値
に
お
い

τ金
〈
慌
な
に
現
は
れ
て
ゐ
る
ど
こ
み
の
、
ニ
の
共
通
な
枇
品
目
的

貿
健
は
、

1
1勢
倒
で
ゐ
る
。
」

な
は
7

片

P

Z
は
、
労
働
の
分
量
は
そ
の
時
間
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
ご
説
明
し
た
後
に
、

b
し
古
う
ど
ご
す
れ

ば
、
『
人
が
怠
惰
で
あ
れ
ば
ゐ
る
ほ

E
‘
或
は
不
熟
練
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
商
品
の
生
産
の
た
め
に
よ
り
多
〈

の
時
間
を
要
す
る
か
ら
、
彼
れ
の
作
品
商
品
は
、

ぞ
れ
だ
り
償
値
多
い
も
の
、
や
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
」

古
い
ふ
疑
問
を
起
L
、
こ
れ
に
劃
し
て
、
第
二
版
に
お
い
て
は
|
|
今
日
の
版
本
に
お
り
る
も
略
ぼ
同
じ

l
|失

の
如
〈
遁

e

へ
て
ゐ
る
。

第
二
十
一
巻

(
第
三
貌

議
肘
資
本
論
部
一
版
と
拍
車
ニ
班
と
の
相
漣

論

=一0
1
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i
h
1
M州
山
山
由

前
川
護

費
本
耐
第
一
一
肌
と
第
二
眼
と
の
栂
趨

第
二
十
一
巻

(
第
三
腕

= 

O 

「
L
か
し
、
債
値
の
賞
健
を
形
成
す
る
帥
労
働
は
・
等
一
な
る
人
間
的
持
働
で
あ
b
、
同
一
な
る
人
間
的
労
働

ネ

カ
の
支
出
で
あ
る
o
商
品
世
界
的
傾
値
に
現
は
れ
る
ご
こ
ろ
の
‘
祉
曾
の
杢
労
働
力
は
、
た
Z
ひ
無
数
の
佃

人
的
勢
働
力
か
ら
成
り
立
っ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
こ
の
場
合
、

一
一
側
の
且
つ
同
一
の
人
間
的
労
働
力
ピ
し
て

通
用
す
る
O

R

E
等
制
人
的
勢
働
力
的
各
ー
は
、

る
枇
曾
的
一
中
均
労
働
力
ご
し

τ働
〈
か
ぎ
bd
、

そ
れ
が
一
の
枇
曾
的
卒
均
勢
働
力
た
る
性
質
を
有
ち
、

カ通、

か
く

τ
一
商
品
の
生
産
に
劃
し
た
だ
平
均
的
に
必
要
な
又
は

枇
曾
的
に
必
要
な
労
働
時
聞
を
費
す
に
止
ま
る
か
ぎ
り
、

い
づ
れ
も
皆
な
同
一
な
る
人
間
的
勢
働
で
あ
る
」
o

ご
こ
み
が
第
一
版
で
は
、
こ
れ
に
相
賞
す
る
部
品
川
が
、
「
し
か
し
赴
曾
的
じ
必
要
な
勢
働
時
間
の
み
が
欄
値
を

形
成
す
る
も
の

Z
L
τ
算
へ
ら
る
」
ピ
V
ム
ピ
け
の
一
句
に
止
ま
丹
て
ゐ
る
。

7
U
F

ク

A

が
第
二
版
の
版
文
に
お

ぃ
τ、
『
第
一
版
に
お
い
1

て
は
暗
示
す
る
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
ご
こ
ろ
の
、
枇
曾
的
に
必
要
な
拙
労
働
時
間
じ
よ
る
債
依

の
大
き
さ
の
規
定
ピ
偲
値
の
賀
髄
正
の
悶
い
お
け
る
聯
絡
が
、
明
か
に
奉
示
さ
れ
て
ゐ
る
」
宣
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、

恐
ら
〈
是
等
の
駄
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。

第
四
、

T
U
F
λ

は
「
第
一
章
の
第
一
二
(
債
値
形
態
)
は
全
然
書
き
改
め
た
』
ご
言
っ
て
ゐ
る
が
・

ぞ
れ
は
文
字
通
b

に
全
然
書
き
改
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
前
に
掲
げ
た
第
二
版
の
版
文
に
よ
っ
て
想
像
き
れ
る
如
〈
、
第
一
一
放
に
は
「
腐

値
形
態
L
Z
題
す
る
附
鍬
(
七
六
四
頁
よ
均
七
八
四
頁
に
至
る
)
が
あ
る
が
、
第
二
版
以
後
で
は
、

こ
の
附
録
が
本

文
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
o

に
か
ら
本
文
は
全
然
書
、
き
改
め
ら
れ
た
こ
ご
に
な
う

τゐ
る
。
尤
も
第
一
版
の
附
鍬
仁

そ白後rfJ闇値D組、;殴』と訂正普

同鴨脚梅脚恥ザ
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吋川事務棚爾原蜘宇陀

あ
っ
た
若
干
の
章
句
は
、
本
文
の
う
ち
に
今
日
も
な
ほ
残
存
す
る
。
但
し
そ
の
異
同
は
庚
汎
に
百
一
る
が
ゆ
へ
に
、

も
抽
象
的
な
人
間
的
勢
働
の
現
象
形
態
ご
な
る
」
こ
ご
を
、

そ
の
第
三
特
徴
ご
し
て
は
「
私
的
勢
働
が
そ
の
反
掛
物

日 "， ~"c-，可-;:-，，:;p.;;;1:{:;;;-.i=号持制碕潟両議両局rt"Wi号民:;:''fij;:;~'_j，，":，:::i コ~.，..τ 寸て--で サ

誌
に
は
略
す
る
。

第
車
、
「
第
一
章
の
最
後
の
節
「
商
品
の
奔
物
教
的
性
質
一
五
々
」
は
大
部
分
護
っ

τゐ
る
』
o

こ
の
「
商
品
の
拝
物

激
的
性
質
お
よ
び
そ
の
秘
密
』
芭
題
す
る
節
は
、

カ
ク
ッ
キ
ー
の
解
粋
に
よ
る
ご
、
資
本
論
の
「
会
第
を
通
じ

τ

最
も
重
要
な
る
一
部
正
児
ら
れ
る
、
放
に
資
本
論
の
研
究
者
は
先
づ
此
の
二
早
に
向
。
て
、
特
別
の
注
意
を
梯
は

ね
ば
な
ら
ぬ
」
も
の
で
あ
る
が
、
(
私
は
そ
れ
を
商
品
生
産
の
枇
舎
が
生
産
L
得
た
科
率
的
産
物
の
同
時
に
最
上
の

詩
篇
を
粂
ね
た
も
の
ご
看
倣
す
こ
己
も
出
来
ゃ
う
ご
思
ふ
)
、
こ
れ
が
綱
立
の
一
節
を
成
す
に
至
っ
た
の
は
、
第
二

版
か
ら
で
あ
る
。
第
一
版
で
は
、
そ
れ
仁
相
官
す
る
も
の
が
、
附
録
『
問
問
値
形
態
」

ω
う
も
に
見
出
さ
れ
る
u

詳
し

〈
言
へ
ば
、
第
一
版
の
附
録
「
欄
値
形
態
」
の
う
も
、
第
一
の
「
車
一
な
る
伺
値
形
態
」
を
論
安
る
傑
下
に
お
い
て
、

等
優
形
態
の
特
徴
を
述
ぷ
る
に
際

L
、

7
w
ク
旦
は
、

そ
の
第
一
特
徴
正
し
て
『
使
用
債
値
が
そ
の
反
掛
物
の
、

郎
も
慣
備
の
現
象
形
態
Z
な
る
』
ニ
芭
を
皐
げ
、
そ
の
第
二
特
徴
Z

L
て
は
「
具
健
的
労
働
が
そ
の
反
掛
物

ω、
卸

の
形
態
、
即
も
直
接
な
舵
曾
的
形
態
ご
な
る
』
-
』
己
を
皐
げ
、
最
後
に
第
四
特
徴
ご
し
て
『
商
品
形
態
の
奔
物
性

は
、
相
謝
的
須
佐
形
態
に
お
け
る
よ
り
も
、
等
倒
形
態
に
お
い
、
て
よ
り
著
し
い
」
-
』
ご
を
畢
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
b
、

さ
う
し
て
此
の
最
後
の
特
徴
を
説
明
す
る
た
め
に
費
し
て
ゐ
る
芭
こ
乃
は
、
僅
に
一
頁
竿
に
過
ぎ
ぬ
の
で
ゐ
る
。

言曲

議

資
本
論
部
一
一
胞
と
第
二
駆
と
白
相
越

第
二
十
一
巻

(
第
三
蛾

) 
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7調

議

四

-

資
本
論
第
一
肢
と
第
二
版
と
の
相
誕

第
二
十
一
審

(
第
三
焼

芭
こ
み
が
第
二
一
放
に
歪
つ
て
は
、
ー
ー
そ
の
後
に
お
け
る
も
亦
花
岡
じ
、
ー
l
「
欄
値
形
態
ま
た
は
交
換
償
値
」
ご

題
す
る
(
第
一
章
)
第
三
節

ωう
も
.
第
一
の
「
単
一
な
る
使
僧
形
態
」
を
論
争
る
保
下
で
は
、
等
調
形
腿
の
特
徴
を

ば
三
つ
ピ
け
越
ぺ
て
ゐ
る
に
止
ま
り
、
先
き
に
第
一
版
の
附
鍬
に
お
い
ー
で
第
阿
の
特
徴
ピ

L
て
掲
げ
た
「
商
品
の

奔
物
性
』
に
闘
す
る
問
題
に
つ
い

τは、
こ
れ
に
一
言
も
及
ん
で
ゐ
な
い
。

き
う
し
て
、
第
-
の
「
単
一
な
る
償
値

形
態
」
か
ら
順
次
に
第
四
の
「
貨
幣
形
態
』
ま
で
を
説
明
し
て
、

そ
れ
で
此
の
第
三
節
を
柊
h
、
然
る
後
、
別
に
獅

立
の
第
四
節
を
設
り
、

そ
れ
を
ば
「
商
品
の
奔
物
数
的
性
質
お
よ
び
司
令
の
秘
密
』
ご
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ど
か

ら
第
二
版
以
後
の
版
本
に
あ
っ
て
は
、
商
品
の
奔
物
性
な
る
も
の
が
、
等
偏
形
態
の
他
の
特
徴
E
並
ん
で
、
そ
の

第
四
特
徴
を
成
し
て
ゐ
る
ご
い
ふ
こ
己
が
、
叙
越
の
外
形
か
ら
消
え
去
っ
て
ゐ
る
。

第
六
、
「
第
三
草
の
第

(
債
値
の
尺
度
)
は
注
意
深
〈
訂
正
し
た
」
o
斯
様
仁
マ
片
ク
ス
自
身
は
言
っ
て
ゐ
る

が
、
試
に
第
一
版
ご
第
一
版
正
を
比
較
し
て
見
る
正
、

一
見
し
た
ご
こ
ろ
で
は
、
殆
刊
と
聯
絡
を
附
け
か
ね
志
穣
度

に
、
雨
者
の
差
異
は
甚

ιぃ。

第
七
、
「
第
七
章
、
特
に
第
二
り
部
分
は
、
若
し
〈
書
、
さ
改
め
た
」
。
滋
に
7
w
F

ク
旦
が
第
七
章
の
第
二
ご
い
ふ

は
、
『
剰
品
川
債
倍
率
」
ピ
題
す
る
章

ω第
二
口
E

E一ロロ四

ι
E
F
o
ι
c
r
H
2
3
1
2
E
Y
0
3
E
o
p巴一
2
4
m一一自

ι
E

】

V
E
E
r
z
を
指
す
。
こ
の
剰
伶
倒
値
卒
の
章
eT
桔即に

H
?
?』
ご
は
、
第
二
版
で
始
め
て
一
行
は
れ
た
ニ

z
r
か
ら
、

戸開時物納れ

問
題
の
部
分
も
、
第
一
版
で
は
濁
立
の
節
を
威
さ
十
、

た
花
英
の
起
貼
が
「
剰
品
開
慣
備
は
剰
品
川
生
廃
物
の
上
に
現



は
れ
る
」

Z
い
ふ
濁
立
の
章
句
に
よ
り
て
、
前
正
凪
劃
さ
れ
て
ぬ
る
ピ
り
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
成
る
ほ
ど
著
し

〈
書
き
改
め
ら
れ

τゐ
る
に
相
蓮
な
い
が
、
し
か

L
其
の
部
分
は
、

カ
タ
ツ
キ
!
の
版
本
で
い
へ
ば
、

七

頁

の
全
部
お
よ
び
衆

ω頁
の
終
b
か
ら
十
二
行
目
ま
で
の
倒
所
に
止
ま
る
。

私
以
以
上
を
以
て
・
資
本
論
の
第
一
版
正
第
二
版
ご
の
聞
に
存
す
る
主
な
る
相
濯
を
列
血
中
し
た
。
も
し
之
に
よ

ヰマ

っ
て
、
第
一
版
の
或
る
部
分
|
|
品
悼
の
版
に
訂
正
せ
ら
れ
た
部
品
川
|
|
が
今
日
の
事
界
か
ら
見
失
は
れ
て
ゐ
る
ご

い
ふ
こ
吉
、
旦
っ
こ
の
こ
ご
は
、
最
後
の
姿
に
お
け
る
資
本
論

ω直
前
に
横
は
る
ご
こ
ろ
の
、

マ

W

ク
ス
の
重
要

な
る
作
物

ω
一
部
が
見
失
は
れ

τゐ
る
に
等
し
い
己
い
ふ
こ
ご
を
、
明
か
に
し
得
た
な
ら
ば
、

こ
の
拙
稿
の
日
的

私
は
な
は
最
後
に
、

は
併
に
逗
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

マ

F

F

1

自
身
が
如
何
に
そ
の
思
想
の
表
現
に
注
意
深

〈
苦
心
し
花
か
の
一
つ
の
事
例
を
皐
げ

τ、
文
字
の
末
に
拘
泌
す
る
か
仁
見
ゆ
る
忍
の
仕
事
が
、
必
干
し
も
無
用

で
な

ν
・
」
正
の
諮
出
国
ピ

L
ゃ
う
ご
思
ふ
。

資
本
論
第
二
版
の
各
屈
に
は
入
廷
分
の
附
錐
が
つ
い
て
ゐ
る
が
、

そ
の
一
は
「
本
文
訂
正
』
ご
題

L
、
そ
の
こ
は

『
追
加
せ
る
註
」

t
題
す
る
。
本
文
訂
正
は
六
箇
所
に
り
で
あ
る
が
、

そ
の
第
三
に
は
、
次
の
如
〈
誌
し
で
あ
る
。

邑

同
2
1
m
m
-
H・
官
官
P
N
H
N
S
D
O耳目

r
s

Z
U
2
1
話
可
]KE向
日
同
伺
」
『

o
a
r
o
H
ロ
OH4F司
戸
胃
O
M問戸川戸
σ
2・
2
n
Z円

M『
司
】
目

ι
-
S品
F
E
E
3

自国《凶作

E

F司
官
出
一
一
凶
岳
山
E
h
n
Z
H
唱
。
ユ
戸

ι
u
q
t
z
E
ヨ
n
z
ι
E
H
n
v
ι
5
』
号
E
Z
N
2同
向
。
百
四
埠
口
、
仏
5
2
0
-自
空
白
巴

5
2
『

ω=

叢

第
二
十
一
巻

諭

資
本
論
第
一
版
と
第
二
版
と
の
相
越

{
第
三
観

ま王

それはままに指摘 L第三版において匝に最後の第四Jil訂が行はれてゐるから、

た部分よりも猶ほ蹴i凡に亘る。

ーι
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害
本
論
第
一
一
胞
と
第
三
版
止
の
相
違

第
二
十
一
番

(
第
三
雄

1ぐ
) 

ιod匂

H
V
Z
ι
E
U
2
M
Z
P
F且
Zor--nyro民
0
7
5コ
晶
司
ヨ

ι
z
z
v
ι
百
四
20-znrhw『
FEn-HN「
HHF日
司
司
H
O
E
-
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